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広
島
市
の（
１
）２
０
２
４
年
度
当
初
予
算

案
は
、予
算
特
別
委
員
会（
以
後
、予
特
）で

２
月
２７
日
か
ら
１
か
月
間
の
審
査
を
経
て
、

（
２
）可
決・成
立
し
ま
し
た
。予
算
規
模
は
、

（
３
）一
般
会
計
、特
別
会
計
、企
業
会
計
合
わ

せ
て
約
１
兆
２
４
１
９
億
円
５
千
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
て
２
６
５
億
７
千
万
円
増

（
２・２
％
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
で
重
要
課
題
と
位
置
付
け
て
い

る
の
は
、①「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」

②「
公
共
交
通
の
充
実
強
化
」③「
子
ど
も・

子
育
て
支
援
」等
で
す
。

予
算
の
原
資
は
、広
島
市
民
か
ら
預
か
っ
た

貴
重
な
税
金
で
す
。予
特
は
、税
金
の
使
い

道
を
審
査
す
る
た
め
生
活
に
直
結
し
て
お

り
、日
頃
、皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見・

ご
要
望
な
ど
を
、ど
う
予
算
に
反
映
さ
せ
る

か
、重
要
な
委
員
会
と
い
え
ま
す
。

予
特
は
特
別
委
員
会
の
一
つ
で
、６
つ
の
分

科
会
で
関
係
部
局
と
の
審
査
に
臨
み
ま
す
。

分
科
会
は
、市
立
学
校
・
幼
児
教
育
の【
文

教
】、道
路
整
備
な
ど
の【
建
設
】、観
光
や

雇
用
、ご
み
処
理
と
い
っ
た【
経
済
観
光
環

境
】、【
消
防
上
下
水
道
】、福
祉
や
介
護
な

ど
の【
厚
生
】、財
政
、市
民
活
動
と
い
っ
た

【
総
務
】で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
特
で
は
、議
員
と
幹
部
職
員
が「
一
問
一
答
」

形
式
で
質
問
と
答
弁
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

事
業
を
詰
め
た
り
提
案
し
た
り
し
ま
す
。

今
回
、私
は【
文
教
】【
建
設
】【
経
済
観
光
環

境
】【
総
務
】の
４
分
科
会
で
登
壇
し
、放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
会
、サ
ッ
カ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
、豪
雨
災
害
伝
承
館
な
ど
の
質
疑

を
し
ま
し
た
。

※
詳
細
は
次
号（
v
o
l
２１
）に
掲
載
し
ま
す
。

予
算
は
３
月
に
可
決・成
立
し
て
完
成
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。予
算
編
成
時
よ
り
も
必
要
性

が
高
ま
っ
た
事
業
に
手
厚
く
予
算
を
配
分

し
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、逐
次
、

（
4
）「
補
正
予
算
」と
し
て
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、減
額
補
正
も
行
い
ま
す
、予
算
は
ま

さ
に
、市
民
の
声
が
具
体
化
し
た
も
の
で
す
。

皆
様
と
行
政
を
つ
な
ぐ
の
が
、私
た
ち
議
員

の
役
目
で
す
。市
民
の
皆
様
が
私
た
ち
議
員

に
積
極
的
に
声
を
上
げ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

変
化
を
実
感
す
る
最
初

の一歩
と
な
り
ま
す
。

⑴～⑷は

教育･保育を一体的に行う施設です。幼稚園、
保育園の両方の機能を持つ単一施設の「幼保
連携型」、認可幼稚園が保育所的な機能を備え
る「幼稚園型」、認可保育園幼稚園的な機能を
備える「保育園型」、「地方裁量型」といったパ
ターンがあります。

「認定こども園」についておしえて

最初に編成された次年度の予算案で、広島市
では例年2月初旬に議会に示されます。新規事
業が予算に盛り込まれ、施政方針が色濃く反映
されます。広島市議会では、議長を除く53議員
が2月下旬から1か月間、予算特別委員会で審
査に臨みます。

当初予算案とはなんですか？

国や自治体の会計は主に一般会計と特別会計
があります。財布のポケットや引き出しのように、
分けて入れるイメージです。一般会計は道路補
修など一般的な事業に、特別会計は特定の事業
にそれぞれ使う費用を計上したものです。企業
会計は水道や病院といった事業を指します。

一般会計、特別会計、
企業会計とは？

憲法で保障された請願権に基づく行為で、国民
や市民らが、国や自治体に対し、所管する事項
に関して一定の措置を取るよう、あるいは、取ら
ないように求めて申し出ることをいいます。
請願には、議員の紹介が必要となります。会社
などの「法人」もできます。

請願とはなんですか？

広島市議会では、予算特別委員会（予特）を設
置し、6つの分科会（消防上下水道は1日、その
他の5分科会は2日間）で予算案を集中審査し
ます。予特で予算案を採決した後、本会議で
議決を得たら、予算案は可決・成立となるわ
けです。

予算成立までの流れを教えて

当初予算に計上されていなかった事業などに
対応するには、予算を確保する必要があります。
その場合、広島市は「補正予算案」を編成し、市
議会に諮り、議決を得た上で予算を修正するこ
とになります。当初の見込みより少なくて済む場
合は「減額補正」をするケースもあります。

補正予算とはなんですか？

税
金
の
使
い
道
を
話
し
合
う

『
予
算
特
別
委
員
会
』

議
員
は
市
民
と
行
政
の
橋
渡
し
役

義務的
経費
48.9%

その他
経費
39.9%

人件費 22.1%

投資的
経費
11.2%

出資金、積立金等
0.2%

扶助費 22.1%

公債費 4.7%普通建設事業費 11.2%

物件費
12.6%

補助費等
11.4%

繰出金 10.6%

貸付金 3.6%
維持補修費 1.3%

総額
6845億
4364万
円

歳出の
性質別内訳

２
０
２
４
年
度

　
　
　
一
般
会
計
当
初
予
算
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２
月
定
例
会
で
総
括
質
問
を
し
ま
し
た
。

会
派
を
代
表
し
、市
政
全
般
で
４
項
目

取
り
上
げ
ま
し
た
。質
問
の
要
旨
と
答

弁
で
す
。

①
平
和
行
政
の
あ
り
方

〈
質
問
の
要
旨
〉２
０
２
３
年
の
転
出
人
口

で
広
島
県
が
３
年
連
続
ワ
ー
ス
ト
１
位
と

な
っ
た
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
の
コ
メ
ン
ト
で
、

「
平
和
ば
か
り
」「
平
和
イ
コ
ー
ル
原
爆
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。「
平
和
」報
道

は
、特
定
の
団
体
が
、何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
す
る
と
い
う
、「
平
和
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。従
来
型
の「
広
島
市
の

平
和
」は
、一部
の
被
爆
者
に
よ
る
、一部
の
被

爆
者
の
た
め
の
、か
ぎ
か
っ
こ
付
き
の「
平
和

」で
あ
り
、「
平
和
」の
名
の
も
と
、特
定
の
団

体
に
政
治
利
用
さ
れ
て
い
る
と
、広
島
市
民

の
多
く
は
気
付
い
て
い
ま
す
。平
和
記
念
式

典
時
の
デ
モ
騒
音
を
不
快
に
感
じ
、主
義
主

張
の
場
に
利
用
し
て
ほ
し
く
な
い
と
願
っ
て

い
る
の
が
最
た
る
も
の
で
す
。

被
爆
８０
年
の
節
目
に
向
け
、「
未
来
志
向
の

平
和
行
政
」へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

未
来
志
向
と
は
、広
島
が
復
興
し
た
こ
と

を
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
す
。広
島
が

繫
栄
し
、成
長
し
続
け
る
姿
こ
そ
が
、人
間

の
力
、繁
栄
の
前
提
で
あ
る
平
和
の
尊
さ
を

認
識
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

「
未
来
志
向
の
平
和
行
政
」に
転
換
を

図
る
べ
き
だ
。広
島
市
の
考
え
は
？

（
松
井
市
長
）

若
い
世
代
の
主
体
的
な
取
組
み
や

積
極
的
な
参
画
を
促
す
こ
と
が
重
要
。真

に
平
和
な
世
界
の
実
現
に
前
進
す
る
た
め
、

未
来
志
向
で
取
組
み
を
進
め
る
。

②
広
島
空
港
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
つ
い
て

〈
質
問
の
要
旨
〉広
島
空
港
の
ア
ク
セ
ス
向

上
は
長
年
、か
つ
、喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

問
題
解
決
に
向
け
、広
島
市
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

転
出
原
因
の
コ
メ
ン
ト
に「
広
島
空
港
の
ア

ク
セ
ス
が
悪
い
」「
広
島
空
港
が
遠
い
」と
い

う
も
の
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。広
島
空
港

は
、広
島
市
内
か
ら
は
車
で
し
か
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
せ
ん
。遠
い
と
い
う
こ
と
に
加
え
、

時
間
ど
お
り
に
到
着
で
き
る「
定
時
性
」が

悪
い
こ
と
が
課
題
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ト
や
企
業
を
呼
び
込
む
上
で
、空
の
玄
関

口
で
あ
る
空
港
の
ア
ク
セ
ス
性
は
重
要
な

要
素
で
す
。

熊
本
県
は
、熊
本
地
震
を
契
機
に「
創
造
的

復
興
」を
目
指
し
、一度
は
頓
挫
し
た
空
港
ア

ク
セ
ス
鉄
道
の
議
論
を
再
開
し
、昨
年
７
月

に
ア
ク
セ
ス
鉄
道
建
設
が
動
き
始
め
ま
し

た
。地
方
政
令
市
の「
札
仙
広
福
」で
、地
下

鉄
や
鉄
道
と
い
っ
た
軌
道
式
で
都
心
部
と

直
結
し
て
い
な
い
の
は
広
島
市
だ
け
で
す
。

皮
肉
な
こ
と
に
、広
島
市
以
外
は
転
入
人

口
が
プ
ラ
ス
で
す
。２
０
０
０
年
代
ま
で
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
怠
っ
た
ツ
ケ
が
、今
に
大
き

く
跳
ね
返
っ
て
き
て
い
ま
す
。

広
島
市
は「
２
０
０
万
人
広
島
都

市
圏
構
想
」を
掲
げ
、周
辺
自
治
体

と
連
携
を
強
化
し
て
い
る
。広
島
空
港
方

向
の
山
陽
線
沿
線
の
、大
竹
、廿
日
市
、東

広
島
、三
原
各
市
は
、都
市
圏
構
想
の
メ
ン

バ
ー
だ
。空
港
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
、各

市
に
働
き
か
け
る
な
ど
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
す
べ
き
だ
。

（
道
路
交
通
局
長
）

広
島
空
港
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

は
、２
０
１
８
年
に「
道
路
系
ア
ク
セ
ス

を
中
心
と
す
る
こ
と
が
妥
当
」と
提
言

さ
れ
、高
速
５
号
線
な
ど
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
る
。こ
の
方
向
性
を
尊
重
し

整
備
を
進
め
る
。

③
公
立
幼
稚
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て

〈
質
問
の
要
旨
〉２
０
２
１
年
３
月
に「
広
島

市
幼
児
教
育・保
育
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く

実
施
方
針
を
作
成
し
、安
佐
南
区
が
２
園
、

そ
の
他
の
各
区
に
１
園
、（
Q
5
）認
定
こ
ど

も
園
を
設
置
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。幼
保一体
の
認
定
こ
ど
も
園
は
社
会

的
要
請
が
続
く
と
思
い
ま
す
し
、新
た
な
定

番
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

園
児
数
が
減
少
す
る
市
立
幼
稚
園

は（
閉
園
に
限
定
せ
ず
）認
定
こ
ど

も
園
に
切
り
替
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

広
島
市
の
考
え
を
。

（
教
育
長
）

園
児
数
の
推
移
や
地
域
の
需
給

状
況
等
を
考
慮
し
つ
つ
、地
域
と
も
協
議

し
な
が
ら
、認
定
こ
ど
も
園
へ
の
切
り
替

え
も
含
め
、地
域
の
実
状
を
踏
ま
え
た
対

応
を
す
る
。

④
学
校
給
食
に
つ
い
て

〈
質
問
の
要
旨
〉コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、「
食
」へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。給
食
に
お
い

て
も
、地
産
地
消
や
有
機
栽
培
と
い
っ
た
質

の
向
上
、安
全
安
心
が
重
視
さ
れ
ま
す
。時

代
の
声
に
応
え
る
に
は
、地
産
地
消
や
有
機

栽
培
に
重
点
を
置
い
た
メ
ニ
ュ
ー
を
今
ま
で

以
上
に
提
供
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

私
の
出
身
地・川
内
は
広
島
菜
の
産
地
で
、

小
学
生
時
代
、農
家
に
話
を
聞
い
て
広
島

菜
に
つ
い
て
ま
と
め
、給
食
で
食
べ
ま
し
た
。

祇
園
小
学
校
で
は
、地
元
の「
祇
園
パ
セ
リ
」

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、育
成
風

景
や
農
家
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
放
映
し
て
食

育
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
た
な
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

も
、地
産
地
消
を
促
進
し
、食
育
を

充
実
さ
せ
る
観
点
か
ら
、祇
園
小
学
校
の

よ
う
に
、身
近
な
産
地
の
食
材
を
使
っ
た
給

食
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

（
教
育
長
）

新
た
な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
も

「
地
域
メ
ニ
ュ
ー
の
日
」を
設
定
し
、安
佐
南

区
の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る

な
ど
、取
り
組
み
を
継
承
し
た
い
。地
域
の

農
産
物
の
育
成
風
景
、生
産
者
の
思
い
を
紹

介
す
る
動
画
な
ど
を
全
て
の
小・中
学
校
に

発
信
し
、食
育
を
充
実
し
て
い
く
。

広
島
市
議
会
は
2
月
27
日
の
本
会
議
で
、

平
和
記
念
式
典
の
厳
粛
な
開
催
な
ど
を
求

め
る
2
つ
の（
Q
6
）請
願
を
賛
成
多
数
で

採
択
し
ま
し
た
。

２
つ
の
請
願
は
、建
設
委
員
会
が
２
月
22
日

に
採
択
し
た「
原
爆
ド
ー
ム
前
の
現
状
の
解

消
に
つ
い
て
」（
請
願
第
13
号
）と
、総
務
委

員
会
が
２
月
26
日
に
採
択
し
た「
厳
粛
な
平

和
記
念
式
典
の
開
催
に
つ
い
て
」（
請
願
第

12
号
）で
す
。

採
決
前
に「
市
民
連
合・市
民
の
声
」の
2
議

員
が
退
席
し
、請
願
第
12
号
は「
市
民
連
合・

市
民
の
声
」の
残
り
の
６
議
員
と
日
本
共
産

党
な
ど
が
反
対
し
ま
し
た
。ま
た
、請
願
第

13
号
は「
市
民
連
合・市
民
の
声
」の
6
議
員

ら
が
反
対
し
ま
し
た
。

請
願
は
、式
典
前
に
デ
モ
団
体
が
原
爆
ド
ー

ム
前
で
起
こ
す
騒
擾
や
、式
典
中
の
騒
音
問

題
を
解
消・解
決
す
る
こ
と
を
市
に
求
め
て

い
ま
す
。市
議
会
と
し
て
も
、手
を
尽
く
し

て
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
行
い
、８
月

６
日
の„
正
常
化“
を
目
指
し
ま
す
。

広
島
市
議
会
２
月
定
例
会

【
総
括
質
問
】

平
和
記
念
式
典 

デ
モ
騒
音
問
題

〜
厳
粛
な
開
催
な
ど
を
求
め
る
２
請
願
採
択
〜

質問

質問

質問

答弁

答弁

質問 答弁答弁

各空港から主要ターミナル駅までの距離と時間

Q5・Q6は

私は、政策の「５つの柱」を掲げています。市民生活の
向上に欠かせないと思う施策で、一定の成果を出す
ことを約束します。

５つの柱

□ 1. インフラ整備の推進
□ 2. 地域コミュニティ再生・活性化
□ 3. 防災・減災
□ 4. 子育て環境の整備
□ 5. 「カラーバリアフリー」の推進


